
三重県立美術館企画展「宮城県美術館所蔵 絵本原画の世界 2022-23」 関連イベント 

展覧会がもっと面白くなる アート＆ブックガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした「こどものとも」を語る上で欠かせない絵本の原画を紹介する企画展が、三重県立美術館で開催されます。 

この企画展「宮城県美術館所蔵 絵本原画の世界 2022-23」にちなんで、当館において、美術館学芸員が大人が読

んでも楽しい絵本とその原画の魅力を紹介します。また、図書館司書によるおすすめ本の紹介、貸出を行います。 

読書好きのための特別なナイト・イベントです。ぜひご参加ください。 

 

講師 ： 橋本三奈 （三重県立美術館学芸員）   参加費 ： 無料 

主催 ： 三重県立図書館、三重県立美術館      定員 ： 30名様（事前申込制・抽選） 

 

お申込み   ※申込締切 ： 10月１９日（木） 

 

三重県立図書館ウェブページまたはこちらの QRコードからお申込みください。 

＊定員を超える応募があった場合は抽選となります。 

＊いただいた個人情報は、今回の目的以外には使用いたしません。 

問合せ先：三重県立図書館 電話 059-233-118１ 

 

三重県立美術館企画展 

「宮城県美術館所蔵 絵本原画の世界 2022-23」 

2023年 10月 7日（土）～12月 10日（日） 三重県立美術館 企画展示室 1-4室 

 ふたごの野ねずみぐりとぐら、はじめてのおつかいに行くみいちゃん、ぶたぶたくん、ぞうくん、かばくん、きつねのき

っこちゃん・・・絵本で出会った仲間たちがここに集結します。絵本のもととなった貴重な作品（絵本原画）354点を通

して、奥深い絵本の世界をお楽しみいただける展覧会です。 

 
山脇百合子《ぐりとぐらのえんそく》30－31頁原画  宮城県美術館所蔵 

芸術性の高い絵本づくりを目指し、1956 年に福音館

書店から創刊された月刊絵本「こどものとも」。その魅力

として、洋画や日本画、彫刻、漫画など、さまざまな分野で

活躍する作家たちが絵本づくりを手がけたことがあげら

れます。『ぐりとぐら』も「こどものとも」から生まれた名作

の１つであり、刊行されてから 60 年が経過した今もなお

子どもたちに読み継がれているロングセラー絵本です。 

 

 

【申込用 QRコード】  

日時 ： 10月31日（火） 18：30～20：00（開場 18：00～） 
会場 ： 三重県立図書館 1階閲覧室 

（津市一身田上津部田 1234 三重県総合文化センター内） 

開催当日、図書館は休館日です。 

 


